
【
問
】大
量
の
倒
木
の
原
因

は
。

【
答
】湿
っ
た
大
量
の
降
雪
が

原
因
だ
と
推
測
し
て
い
る
。

【
問
】倒
木
の
被
害
の
状
況

は
。

【
答
】市
道
等
に
か
か
っ
た

倒
木
が
約
１
万
７
千
本
で

あ
る
。
森
林
内
に
は
目
視

で
２
７
０
か
所
ほ
ど
あ
る
。

【
問
】倒
木
が
豪
雨
時
に
土

石
流
と
な
り
得
る
二
次
災

害
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

【
答
】県
の
治
山
事
業
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
。

【
問
】倒
木
の
処
理
と
活
用

方
法
は
。

【
答
】紙
の
材
料
や
バ
イ
オ

マ
ス
・
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
の

原
料
に
利
用
で
き
る
。

【
問
】民
有
林
の
切
り
っ
ぱ

な
し
の
木
は
補
助
の
対
象

に
な
る
の
か
。　

【
答
】
間
伐
を
併
せ
て
実

施
す
れ
ば
１
ha
あ
た
り

23
万
６
千
円
の
定
額
補
助

が
利
用
で
き
る
。

【
問
】か
つ
て
な
い
災
害
だ

け
に
、
所
有
者
や
被
災
者

は
困
っ
て
い
る
。
窓
口
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】森
林
組
合
や
林
務
課

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

【
問
】屋
根
か
ら
の
転
落
な

ど
に
よ
る
人
的
被
害
は
。

【
答
】死
亡
１
名
、
重
軽
傷

14
名
で
あ
る
。

【
問
】今
後
、
被
害
者
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
屋
根

の
形
状
の
工
夫
や
、
道
路

の
除
雪
の
負
担
軽
減
策
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。
知
恵

が
絞
れ
な
い
か
。（
無
落
雪

屋
根
や
融
雪
装
置
な
ど
）

【
答
】検
討
し
て
い
く
。

【
問
】想
定
外
の
災
害
だ
っ

た
が
職
員
は
危
機
意
識
を

持
っ
て
市
民
に
対
応
し
た

の
か
。

【
答
】市
民
の
立
場
に
立
っ

学
童
保
育
を

6
年
生
ま
で
拡
充
を
！！

12
月
豪
雪
災
害
に
つ
い
て

藤江 久子 議員

た
相
談
支
援
が
で
き
る
よ

う
周
知
し
た
。

　

 

病
院
の
看
護
師
６
２
７

人（
内
・
回
答
５
３
６
人
）

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と

86
％
が
学
童
保
育
を
６
年

生
ま
で
に
し
て
欲
し
い
と

言
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
実

現
し
な
い
の
か
。

【
答
】①
空
き
教
室
な
ど
場

所
が
な
い
②
高
学
年
を
指

導
で
き
る
人
材
の
確
保
が

必
要
等
の
理
由
に
よ
る
。

【
問
】第
八
次
総
合
計
画
で

は「
子
育
て
と
仕
事
の
調
和

が
と
れ
る
環
境
の
整
備
」を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
ど

う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】人
・
モ
ノ
・
金
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

学
校
・
福
祉
・
事
業
者
・

住
民
に
集
ま
っ
て
も
ら
い

協
議
す
る
場
を
つ
く
る
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

市
民
が「
心
豊
か
に
生

き
る
」社
会
を
創
り

次
世
代
へ
継
承

　
　

先
の
大
戦
で
３
１
０
万

人
の
同
胞
が
、
国
の
た
め

に
命
を
落
と
さ
れ
た
。
市

長
の
思
い
は
。

【
答
】高
山
市
の
よ
う
な
地

方
都
市
か
ら
平
和
の
素
晴

ら
し
さ
を
国
内
外
に
訴
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

【
問
】平
和
サ
ミ
ッ
ト
の
意

義
と
今
年
の
開
催
は
。

【
答
】美
し
い
郷
土
の
素
晴

ら
し
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
国
際
観
光
都
市
と

し
て
の
存
在
感
を
高
め
る

た
め
、
来
年
度
も
平
和
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

計
画
し
て
い
る
。

【
問
】市
遺
族
会
で
は
今
年

が
戦
後
70
年
の
節
目
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
本
遺
族

会
の
前
会
長
古
賀
誠
氏
を

お
招
き
す
る
。
そ
の
協
力

に
つ
い
て
は
。

【
答
】市
遺
族
会
連
合
会
の

活
動
費
の
一
部
を
助
成
し

て
お
り
、
関
係
機
関
と
の

連
携
、
情
報
共
有
な
ど
支

援
を
進
め
て
い
く
。

戦
後
70
年
を
迎
え
て

景
気
対
策
と
環
境
対
策

の
た
め
、
住
宅
エ
コ
推

進
事
業
の
復
活
を

公
設
地
方
卸
売
市
場
の

新
た
な
方
向
性
に
つ
い
て

谷澤 政司 議員

【
問
】景
気
低
迷
が
続
く
中
、

昨
年
10
月
ま
で
の
事
業
で

は
約
11
億
3
千
万
円
の
補

助
金
を
交
付
し
、
そ
の
成

果
と
し
て
約
1
千
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減
、
約
１
５
２
億
円
の
工

事
が
実
施
さ
れ
大
き
な
波

及
効
果
が
あ
っ
た
。

現
在
、
国
は
住
宅
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
の
復
活
を
進
め
て

お
り
、
市
内
の
高
山
管
設

備
工
業
協
同
組
合（
組
合
員

約
50
人
）や
市
民
か
ら
も
事

業
の
復
活
を
求
め
る
声
が

あ
る
。
そ
の
考
え
は
。

【
答
】国
の
制
度
の
方
向
性

や
効
果
を
検
証
し
、
市
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

住
宅
環
境
対
策
に
取
り
組

む
。

【
問
】整
備
後
約
40
年
が
た

ち
老
朽
化
が
す
す
ん
で
い

る
。
耐
震
基
準
も
満
た
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
取
引

が
減
少
し
運
営
的
に
も
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
国
で

は
地
方
創
生
を
進
め
る
中

で「
道
の
駅
」化
と
い
う
新

た
な
方
向
性
も
打
ち
出
し

い
る
。
地
場
農
産
物
、
飛

騨
の
匠
の
一
位
一
刀
彫
や

飛
騨
春
慶
、
飛
騨
の
家
具

な
ど
の
展
示
販
売
と
、
観

光
客
や
移
住
者
に
も
利
用

沖縄県の大工哲弘氏が、高
山市の平和の鐘を打つ。

で
き
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
含
め
た
施
設
整
備
を
。

【
答
】関
係
者
と
協
議
を
進

め
る
。
提
案
の「
道
の
駅
」

化
に
つ
い
て
も
交
通
結
節

点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情

報
発
信
機
能
を
持
ち
観
光

客
に
特
化
し
た
施
設
整
備

に
つ
い
て
国
土
交
通
省
と

協
議
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

【
問
】

【
問
】

雪
害
に
つ
い
て
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